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ゲ ン コ ツ



①購買行動の脱炭素化

・脱炭素に資する商品をスーパーやドラッグストアの店舗の

棚やアプリを通じて学習する機会の創出 エコラベル研究所

ＣＯ２モンスターコンテスト

ゲ ン コ ツ

・エコラベル（脱炭素・食品ロス等に関するマーク）を探索・

調査・提出する学習キットの展開

②環境教育／食品ロス対策

・くらしの中でＣＯ２を排出する行動をモンスターとして描画する

イラストコンテストの実施



エコラベル研究所

・児童（小学４～６年生）を対象に、エコラベルに関する学習や体験を通じて、
普段の買い物時にエコラベルの有無を確認するなどの習慣の定着を目指す

【①エコラベル学習キット】

学習キットを小学校経由で児童（小学４～６年生）に配布

学習したことを特設サイト経由で提出

【②出前授業】

「買い物で環境に貢献できること」などをテーマ
とした出前授業を実施（県内１～２校程度）

【③各小売店での促進キャンペーン】

「スーパー万代」「スギ薬局」などの協力店舗に

おいて、エコラベル商品をＰＲすることで、環境に

配慮した消費行動を促進

ＣＯ２モンスターコンテスト

・電気のつけっぱなしや、レジ袋の購入
など く ら しの中での無駄を Ｃ Ｏ ２
モンスターと見立て、描くことで脱炭素
への関心を高める

・家庭内でＣＯ２削減に関する会話の契
機となり、環境意識を醸成し、脱炭素化
の取組につなげる

[実施方法等]

学校を通じて児童（小学４～６年生）を
対象に募集

審査を実施し、優秀作品を決定・表彰

応募キット（イメージ）学習キット（イメージ）促進キャンペーン（イメージ）
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エコラベル研究所

ＣＯ２モンスターコンテスト


